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び
る
ぢ
ん
ぐ
街マ

チ

は　

寂
け
し
。

　
　

白
み
來
て
、
お
ど
ろ
に
照
れ
る

　
　
　
　
　
　
　

塔　

牕　

舖
道

（「
遠
や
ま
ひ
こ
」
）

釈　

迢
空

「
し
ら
け
た
る
日
々
」

　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
で
困
難
な
障
害
に
積

極
果
敢
に
挑
む
こ
と
を「
ゴ
ン
攻
め
」、パ
ラ

ス
ポ
ー
ツ
・
ボ
ッ
チ
ャ
で
ジ
ャ
ッ
ク
と
呼
ば

れ
る
的ま

と

球だ
ま

に
近
づ
け
る
こ
と
を「
ビ
タ
ビ

タ
」と
表
現
す
る
▼
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
期
間
中
、こ
れ
ら
の
言
葉
に
触
れ

た
人
は
多
い
の
で
は
な
い
か
。未
知
の
表
現

に
違
和
感
を
抱
く
半
面
、世
界
か
ら
集
っ
た

選
手
た
ち
が
繰
り
出
す
妙
技
の
数
々
が
言

葉
に
説
得
力
を
与
え
た
▼
コ
ロ
ナ
禍
の
大

会
は
開
催
の
賛
否
が
分
か
れ
、開
催
都
市
・

東
京
に
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
自
国
開

催
の
実
感
は
薄
い
。し
か
し
、画
面
越
し
に

接
し
た
ア
ス
リ
ー
ト
の
躍
動
は
、新
し
い
世

界
を
知
る
機
会
を
多
く
の
人
に
与
え
た
▼

「
ゴ
ン
攻
め
」に
目
を
見
張
っ
た
ス
ケ
ー
ト
ボ

ー
ド
や
、同
じ
く
新
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
で
は
、ラ
イ
バ
ル
同
士
が
健
闘
を

称た
た

え
あ
う
姿
に
、勝
ち
負
け
を
超
え
た
ス
ポ

ー
ツ
の
神
髄
を
見
た
。い
つ
で
も「
お
ご
ら

ず
、ひ
た
む
き
に
」。ア
ス
リ
ー
ト
に
学
ん
だ

姿
勢
だ
▼
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク「
ス
リ
ー
ア
ギ
ト
ス
」と
い
う
単
語

も
、こ
の
数
カ
月
で
多
く
目
に
し
た
。日
本

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
公
式
サ
イ
ト

に
よ
れ
ば
、「
ア
ギ
ト
」は
、ラ
テ
ン
語
で「
私

は
動
く
」を
意
味
し
、「
困
難
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
あ
き
ら
め
ず
に
、限
界
に
挑
戦
し
続
け

る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
」を
表
現
し
て
い
る
と

い
う
▼
後
期
の
授
業
が
始
ま
っ
た
。便
利
さ

も
、感
染
対
策
も
、困
難
も
、不
自
由
も
―
―

多
く
の
感
情
を
綯な

い
交
ぜ
に
し
た
コ
ロ
ナ
禍

の
授
業
は
、１
年
半
が
過
ぎ
た
。世
界
も
、日

本
も
混こ

ん

沌と
ん

と
す
る
今
、あ
き
ら
め
ず
挑
む
の

は
私
た
ち
一
人
一
人
だ
。

４．５面に関連記事。K:DNAⅡ面には大会ボランティアに参加した学生の声

　異例の１年延期、感染対策、無観客―。「スポーツの
祭典」は新型コロナウイルスの感染が国内で急速に拡大
する中で始まり、幕を閉じた。開催国の日本国内のみな
らず世界で開催の賛否が分かれ、「オリンピック、パラ
リンピックとは何か」「スポーツとは何か」が問われた。
　57年ぶりに東京で行われたスポーツの祭典。その舞
台裏では、国学院大学の学生、教職員、卒業生（院友）
が大会にさまざまな形で携わっていた。今回は、「先輩
に聴く」特別編として五輪に関係した２人の院友をクロ
ーズアップ。スポーツを通した教育、国際親善について
考える。
　長野県松本市にある私立松本国際高等学校の山﨑豊茂
教頭（平15卒・111期日文）は、６月に行われた陸上の
日本選手権男子100ｍで２位に入り、男子４×100ｍリ
レーで日本代表入りしたデーデー・ブルーノ選手（東海
大）を育て上げた。高校２年生から陸上を始めたブルー
ノ選手を急成長に導いたのは「人間の器を広げろ」とい
う自身が本学陸上競技部で培ってきた信念だ。
　大会前、各国の代表選手を受け入れるホストタウン事
業にも院友の奮闘があった。大阪府泉佐野市でタオル製
造会社を経営する奥龍将さん（平23卒・119期日文）は
アフリカ・ウガンダ共和国政府の特命コーディネーター
として泉佐野市と長野県立科町のホストタウン事業に奔
走。新型コロナの感染や、選手の一時行方不明など奮闘
の舞台裏を振り返り、国際親善には「分かち合う、分か
り合う」姿勢が必要と言葉に力を込める。
　大会期間中、国内では新型コロナの感染が全国的に広
がり、緊急事態宣言の対象地域も拡大した。未曽有のオ
リ・パラを、もろ手を挙げて歓迎できなかった人も多か
ったかもしれない。しかし、２人の院友の言葉には、ス
ポーツの祭典の舞台裏を知る当事者でしか語ることがで
きない叡智がある。

先輩に

特別編

　

国
学
院
大
学
の
６
番
目
の
学
部

と
し
て
３
月
に
設
置
認
可
申
請
を

行
っ
て
い
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
学

部
は
、
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審

議
会
に
よ
る
設
置
を
可
と
す
る
答

申
を
受
け
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら

８
月
27
日
付
で
設
置
が
認
可
さ
れ

た
。
同
学
部
は
令
和
４
年
４
月
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
学
科
を
置
く
一

学
部
一
学
科
体
制
で
開
設
さ
れ

る
。

　

同
学
部
は
、
人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
地
域
の
次
世
代
へ
の
継
承

と
い
う
社
会
的
課
題
と
、
そ
れ
ら

に
取
り
組
む
人
材
育
成
と
い
う
社

会
的
要
請
に
応
え
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
文
系
、
理
系
の
垣

根
を
超
え
、
環
境
・
社
会
・
経
済

に
関
す
る
幅
広
い
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
、
地
域
を
支
え
る
学
問

を
理
論
と
実
践
の
両
面
か
ら
横
断

的
に
学
ぶ
こ
と
を
掲
げ
て
い
る
。

学
部
で
の
学
び
を
通
じ
、
地
域
の

歴
史
や
文
化
、
自
然
を
見
つ
め
、

観
光
を
基
軸
に
持
続
可
能
な
「
ま

ち
づ
く
り
」
を
考
え
、
多
様
な
側

面
か
ら
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材

育
成
を
目
指
す
。

　

初
代
学
部
長
に
就
任
予
定
の
西

村
幸
夫
・
新
学
部
設
置
準
備
室
長

は
「
地
域
か
ら
観
光
を
考
え
る
と

い
う
ス
タ
ン
ス
を
『
観
光
ま
ち
づ

く
り
』
と
い
う
学
部
・
学
科
名
称

と
し
て
明
確
に
打
ち
出
す
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
の
は
大
変
あ
り
が
た

い
。
ほ
か
に
な
い
本
学
部
な
ら
で

は
の
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
。

「
令
和
３
年
梅
雨
前
線
豪
雨
等
に
よ
る
災
害
」
お
よ
び

「
８
月
の
大
雨
に
よ
る
災
害
」
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ

　
「
令
和
３
年
梅
雨
前
線
豪
雨
等
に
よ
る

災
害
」お
よ
び「
８
月
の
大
雨
に
よ
る
災

害
」に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、衷
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
学
学
生
の
ご
家
族
を
は
じ
め
、卒
業

生
、関
係
者
の
皆
さ
ま
、罹
災
者
の
方
々
の

生
活
が
一
日
も
早
く
平
常
に
復
す
る
よ

う
、本
学
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
支
援

を
行
う
所
存
で
す
。

令
和
３
年
９
月
20
日　

国
学
院
大
学

東京五輪開会式を前に五輪の輪を描くブルーインパルス（産経新聞社提供）
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オ
ン
ラ
イ
ン
で
教
育
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

人
間
開
発
学
部

コ
ロ
ナ
禍
で
も
国
際
交
流
の
経
験
を

オ
ン
ラ
イ
ン
短
期
留
学

新型コロナワクチン
職域接種を実施
学生・教職員ら4500人に
　国学院大学は７月26日から渋谷キャンパ
スで新型コロナウイルスワクチンの職域接種
を行った。実施期間は、１回目が26日から
30日、２回目が８月23日から27日までだっ
た。130周年記念５号館に設けられた会場で
期間中、学生、教職員ら約4500人が次々と
接種を受けた。
　接種を終えた経済学部３年の男子学生は
「地元自治体が行う接種より職域接種が早か
ったので申し込んだ。痛みはほかのワクチン
接種と変わらないように感じた。同居する家
族に感染を広げるリスクが減るのでほっとし
ている」と話した。

コロナ禍の就職活動
「最後まで諦めず」
　就職活動を続ける４年生をサポートするイ
ベントが続いている。キャリアサポート課で
は７月21日、ハローワークや大手求人サイ
トの担当者を招いた「求人フェア」を開催。
コロナ禍の厳しい就職環境を反映してか、例
年を上回る約100人の就職活動中の４年生が
集まった。
　リクルートワークス研究所の調べによる
と、来年３月卒業予定の大学生、大学院生の
採用環境は、従業員数5000人以上の企業で
求人倍率が0.41倍と前年度より低下している
のに対し、1000人未満の企業では2.55倍と
上昇し売り手市場が続いている。
　同フェアでは、ハローワークや大手求人サ
イトが用意した各社の求人票を学生たちが自
由に閲覧。興味を持った企業や団体の情報を
メモする姿が見られた。会場内には面談ブー
スが設けられ、専門スタッフが企業情報の提
供、採用選考までの流れなどを丁寧に説明し
ていた。
　キャリアサポート課の担当者は「この時期
の選考はスピードが速い。諦めずに就職活動
を続けてほしい」と話した。

経済学部と国学院高校
高校生参加型の高大連携授業
　国学院大学経済学部と国学院高校（渋
谷区）が高大連携授業の一環として７月
17日、ビデオ会議システム「Zoom（ズー
ム）」を用いてオンラインワークショップを
開催した＝写真。この取り組みは同一法人で
ある強みを生かし、経済学を学ぶ魅力を伝
え、高校生に大学進学の意味や目標を考える
機会にすることを目的としている。
　当日は同高２年生29人が参加。初めに同
高出身の在学生８人が学部の学びの特徴を紹
介。ゼミは専門知識や主体性など、大学での
学びを一つにまとめ上げるものであることな
どを伝えた。その後、同高生徒たちは在学生
とともにグループワークで、９月以降に始ま
る経済学部ゼミへの参加の準備を行った。今
後は、ゼミ参加のほかに、大学での学びの意
味を考えるワークショップが行われる。

　

国
学
院
大
学
人
間
開
発
学
部
教

育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
主
催
の
第

12
回
夏
季
教
育
講
座
「
国
学
院
大

学
教
育
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
７

月
18
日
、
コ
ロ
ナ
禍
を
受
け
て
ビ

デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

（
ズ
ー
ム
）
」
を
用
い
た
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
7
0
0
人
を
超
す
教
育
関
係
者

ら
が
参
加
し
て
学
び
を
深
め
た
。

　

今
回
は
３
年
間
の
継
続
テ
ー

マ
「
新
し
い
教
育
課
程
の
基
準

と
こ
れ
か
ら
の
教
育
・
保
育
」

の
２
年
目
で
「
子
ど
も
の
育
ち
や

学
び
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」
が
主
題
。
開
会
に
際
し

て
成
田
信
子
学
部
長
（
副
学
長
）

が
「
教
育
現
場
で
は
子
ど
も
た
ち

の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
た

実
践
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
育
ち
や
学
び
を
総
合
的
に
と

ら
え
、
縦
糸
・
横
糸
を
織
り
成
す

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
教
育
課
程
）
の

根
幹
を
支
え
る
考
え
方
に
つ
い
て

先
進
的
な
提
案
と
活
発
な
議
論
で

深
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
田
村
学
教
授
が
「
新

し
い
教
育
課
程
の
基
準
と
こ
れ
か

ら
の
教
育
・
保
育
」
と
題
し
て
基

調
講
演
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感

染
拡
大
で
、
海
外
留
学
を
取
り
巻
く
状
況

は
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
国
学
院

大
学
が
留
学
入
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実

施
す
る
夏
期
短
期
留
学
は
昨
年
に
続
き
海

外
渡
航
を
見
合
わ
せ
た
。

　

国
際
交
流
課
で
は
留
学
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
語
学
能
力
の
向
上
を
希
望
す
る
学
生
の

　

田
村
教
授
は
、「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
子
ど
も

の
豊
か
な
学
び
を
実
現
さ
せ
、
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
も
の
」
と

し
た
う
え
で
「
今
回
の
教
育
課
程

改
訂
は
幼
児
期
か
ら
小
・
中
・

高
、
大
学
ま
で
大
き
く
つ
な
が
る

学
び
へ
の
大
変
革
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
学
校
全

体
で
の
教
員
連
携
が
必
要
」
と
指

摘
。
さ
ら
に
、
新
学
習
指
導
要
領

に
シ
ン
ク
ロ
さ
せ
つ
つ
学
校
の
特

性
に
合
わ
せ
た
短
期
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
や
、
同
要
領
が
掲
げ
る

「
深
い
学
び
」
に
向
か
う
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
「
活
用
・
発
揮
」
の
可

能
性
を
広
げ
る
こ
と
の
重
要
性
を

強
調
。
そ
の
う
え
で
「
教
員
は
従

来
の
よ
う
に
授
業
内
容
の
向
上
に

加
え
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
す

る
力
が
求
め
ら
れ
て
く
る
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
こ
の
後
、「
乳

幼
児
期
の
育
ち
と
学
び
を
小
学
校

に
つ
な
ぐ
」、「
国
語
科
に
お
け
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
な
ど
８
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
、
各
地
の
教
育
現
場
で
展
開
さ

れ
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
も
と

に
活
発
な
議
論
を
重
ね
た
。

開会のあいさつを述べる成田学部長

基調講演を行う田村教授

た
め
に
、オ
ン
ラ
イ
ン
短
期
留
学
を
昨
年

度
か
ら
実
施
。海
外
の
生
活
文
化
や
雰
囲

気
を
直
接
体
験
す
る
こ
と
は
か
な
わ
な
い

が
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
の
メ
リ
ッ

ト
や
特
徴
が
あ
る
」と
担
当
者
は
言
う
。国

際
交
流
課
の
担
当
者
に
話
を
聞
い
た
。

◆

―
―
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
の
メ
リ
ッ
ト
は

　

普
段
の
生
活
と
の
両
立
が
可
能
で
参
加

費
用
が
経
済
的
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
。
部
活
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
た
め
に
渡
航

型
の
短
期
留
学
で
は
参
加
で
き
な
か
っ
た

学
生
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
に
な
り
参
加

で
き
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
費
用
が
渡
航
型

の
数
分
の
一
程
度
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
も

魅
力
で
は
な
い
か
。

―
―
デ
メ
リ
ッ
ト
は

　

海
外
を
訪
れ
各
国
の
学
生
と
交
流
す

る
、
生
活
体
験
を
通
じ
て
文
化
の
違
い
を

知
る
な
ど
、
世
界
を
肌
で
感
じ
る
経
験
が

で
き
な
い
こ
と
は
大
き
い
。

―
―
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
の
特
徴
は

　

オ
ン
ラ
イ
ン
だ
か
ら
こ
そ
積
極
的
な
授

業
参
加
が
求
め
ら
れ
る
。
発
言
、
質
問
な

ど
を
通
じ
、
自
ら
飛
び
込
ん
で
い
く
こ
と

で
、
語
学
授
業
は
渡
航
型
よ
り
一
層
濃
密

な
経
験
が
で
き
る
側
面
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
た
だ
し
、
語
学
レ
ベ
ル
、
時
期
に

よ
っ
て
は
ク
ラ
ス
が
日
本
人
学
生
の
み
と

な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
っ
て
は
、
外
国
語
レ
ベ
ル
の
条
件

が
設
定
さ
れ
、
希
望
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

―
― 

留
学
先
の
大
学
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
を

　

各
大
学
は
、
ど
の
よ
う
な
展
開
が
最
適

な
の
か
を
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。
授
業
で

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
多
用
し
た
り
、
授
業

外
で
各
国
文
化
に
関
す
る
ク
イ
ズ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
企
画
や
互
い
の
母
国
語
を
教
え

あ
う
語
学
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
す
機
会
を
作

る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
あ
っ
た
。
で
き
る
だ
け
コ
ス
ト
を
抑

え
、
留
学
生
が
都
合
の
良
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
参
加
で
き
る
よ
う
、
開
始
日
が
柔
軟

に
設
定
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
っ
た
。

◆

　

国
際
交
流
課
で
は
、
今
回
の
オ
ン
ラ
イ

ン
留
学
に
参
加
し
た
学
生
の
声
や
新
型
コ

ロ
ナ
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後

も
留
学
な
ど
国
際
交
流
を
希
望
す
る
学
生

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
て
い

る
。

　

実
際
に
今
夏
、
モ
ナ
ッ
シ
ュ

カ
レ
ッ
ジ
（
豪
州
）
の
オ
ン
ラ

イ
ン
留
学
に
参
加
し
た
大
山
健

太
朗
さ
ん
（
法
３
）
は
「
他
の

留
学
生
と
共
同
で
課
題
に
取
り

組
む
機
会
が
多
く
、
ど
う
す
れ

ば
伝
わ
る
か
を
考
え
て
話
す
力

や
、
柔
軟
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
す
る
力
を
伸
ば
せ
た
。
充

実
し
た
時
間
は
、
将
来
に
繫
が

る
経
験
に
な
っ
た
」
と
話
す
。

　

ダ
ブ
リ
ン
シ
テ
ィ
大
学（
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
）の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
た
島
田
遼
子
さ
ん

（
法
２
）は「
参
加
し
た
ク
ラ
ス

は
日
本
人
学
生
だ
け
だ
っ
た

が
、意
欲
あ
る
学
生
ば
か
り
で

刺
激
を
受
け
た
。英
語
だ
け
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

経
験
が
で
き
、授
業
を
通
じ
て

自
主
性
や
積
極
性
が
向
上
し

た
。留
学
終
了
後
も
英
語
の
学

習
を
続
け
て
い
る
」と
述
べ
た
。

モ
ナ
ッ
シ
ュ
カ
レ
ッ
ジ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
留

学
の
授
業
風
景（
大
山
さ
ん
提
供
）

参
加
学
生
の
声
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陸
上
・
短
距
離
を
始
め
て
５
年

余
り
で
東
京
五
輪
の
男
子
４
×

1
0
0
m
リ
レ
ー
の
メ
ン
バ
ー

候
補
入
り
し
た
デ
ー
デ
ー
・
ブ
ル

ー
ノ
選
手
（
東
海
大
）
と
競
技
を

結
び
付
け
た
の
は
、
国
学
院
大
学

陸
上
競
技
部
出
身
で
長
野
県
の
松

本
国
際
高
校
（
以
下
「
本
校
」
）

の
山
﨑
豊
茂
教
頭
（
平
15
卒
・
111

期
日
文
）
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
教
育

現
場
は
厳
し
さ
を
増
す
が
、「
縁

は
円
」
を
信
条
と
す
る
山
﨑
教
頭

は
国
語
と
陸
上
の
楽
し
さ
を
伝
え

よ
う
と
、
次
代
へ
繫
ぐ
教
育
を
目

指
し
て
い
る
。

教
員
、
陸
上
の
原
点
と
今

　

陸
上
を
始
め
た
の
は
家
族
の
影

響
。
教
師
に
な
り
た
い
と
も
思
っ

て
お
り
、
長
距
離
の
強
化
に
乗
り

出
し
た
点
と
、
教
員
養
成
に
実
績

が
あ
る
点
に
注
目
し
国
学
院
大
学

へ
の
進
学
を
決
め
た
。

　

大
学
で
は
当
時
の
森
田
桂
・
陸

上
競
技
部
監
督
か
ら
薫
陶
を
受

け
、
今
の
仕
事
に
生
き
て
い
る
。

中
で
も
「
本
当
の
優
し
さ
と
は
何

か
」
と
の
訓
話
は
、
甘
や
か
す
こ

と
で
は
な
く
、
厳
し
く
と
も
相
手

の
た
め
に
な
る
こ
と
が
優
し
さ
と

教
え
て
く
れ
た
。「
生
徒
は
い
い

顔
し
な
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
も

本
人
の
た
め
に
叱しか
る
こ
と
に
通
じ

る
。

　

精
神
面
で
成
長
で
き
れ
ば
高
校

生
は
大
き
く
記
録
が
伸
び
る
。
そ

う
し
た
生
徒
を
見
る
度
に
森
田
監

督
の
「
花
瓶
に
花
を
咲
か
せ
る
」

と
い
う
言
葉
を
思
い
出
す
。「
花

を
咲
か
せ
る
に
は
花
瓶
に
水
を
入

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
小
さ
け

れ
ば
入
れ
に
く
い
。
だ
っ
た
ら
広

げ
れ
ば
い
い
」
と
い
う
の
が
森
田

監
督
の
考
え
で
、
記
録
を
伸
ば
す

に
は
体
を
作
れ
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
を
教
育
に
応
用
し
、「
い
ろ
い

ろ
学
ん
で
人
間
の
器
を
広
げ
ろ
」

と
教
え
て
い
る
。
そ
れ
が
分
か
る

生
徒
は
自
分
を
変
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
。
教
科
の
学
習
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
陸
上
で
も
周

囲
の
成
長
ま
で
考
え
て
行
動
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
生
徒
は
人
と

し
て
大
き
く
成
長
す
る
。
そ
の
様

子
を
見
守
れ
る
こ
と
が
教
師
の
や

り
が
い
だ
。

　

ブ
ル
ー
ノ
選
手
は
１
年
生
で
サ

ッ
カ
ー
部
を
辞
め
、
仲
の
良
か
っ

た
級
友
の
陸
上
部
員
に
誘
わ
れ
て

２
年
生
か
ら
入
部
し
た
が
、
東
京

五
輪
の
候
補
に
選
ば
れ
る
と
は
思

い
も
し
な
か
っ
た
。
本
番
で
走
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、「
練
習
会
場

で
世
界
レ
ベ
ル
の
選
手
を
見
て
、

非
常
に
良
い
刺
激
を
受
け
た
」
そ

う
だ
。
一
度
は
挫
折
を
経
験
し
た

彼
は
、
陸
上
で
自
分
の
器
を
広
げ

ら
れ
た
。
級
友
の
お
か
げ
で
人
生

を
変
え
ら
れ
た
と
い
え
る
。
中
国

の
故
事
成
語
「※
知ち
音いん
」
で
は
な
い

が
、
互
い
を
知
る
最
高
の
友
達
に

巡
り
合
え
た
の
は
彼
ら
に
と
っ
て

よ
か
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は

　

顧
問
の
専
門
と
す
る
種
目
や
活

発
な
種
目
は
高
校
で
異
な
る
。
相

互
補
完
の
た
め
近
隣
の
陸
上
部
と

合
同
練
習
し
て
い
た
が
、
感
染
予

防
の
た
め
不
可
能
に
な
っ
た
こ
と

で
切せっ
磋さ
琢たく
磨ま
の
重
要
性
を
再
認

識
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
で
も
繫
が
れ
る

が
、
実
際
に
触
れ
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
コ
ロ
ナ
禍
が
生
徒
た
ち
に

教
え
て
く
れ
た
と
も
い
え
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
徒
た
ち
を
母
校

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
連
れ

て
い
く
こ
と
も
で
き
ず
残
念
だ
。

実
は
国
学
院
大
学
の
観
光
ま
ち
づ

く
り
学
部
に
も
期
待
し
て
い
る
。

特
産
の
リ
ン
ゴ
を
生
か
し
た
ふ
る

さ
と
納
税
返
礼
品
を
考
案
し
た
生

徒
も
い
る
の
で
、
観
光
県
・
長
野

の
担
い
手
を
育
て
た
い
。

後
輩
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

大
学
で
の
学
び
を
役
立
た
せ
る

の
は
自
分
次
第
。
こ
つ
こ
つ
と
真しん

し

に
生
き
る
こ
と
が
大
切
。
こ
の

先
、
コ
ロ
ナ
禍
よ
り
大
き
な
ピ
ン

チ
に
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
の
時
に
大
学
で
の
学
び
を

生
か
せ
る
よ
う
な
人
間
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
。

　

院
友
と
し
て
母
校
の
陸
上
競
技

部
や
硬
式
野
球
部
の
活
躍
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。
人
と
の
繫
が
り

で
成
長
さ
せ
て
も
ら
っ
た
私
は

「
縁
は
円
で
あ
る
」
と
考
え
て
い

る
。
縁
は
円
の
よ
う
に
繫
が
り
、

い
つ
か
返
っ
て
く
る
。
一
つ
の
縁

が
５
年
後
、
10
年
後
に
繫
が
る
と

思
う
と
、
森
田
監
督
ら
と
繫
が
れ

た
院
友
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。
そ

し
て
い
つ
か
、
教
え
子
が
国
学
院

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
３
大
駅

伝
を
走
っ
て
縁
を
繫
い
で
も
ら
い

た
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
談
）

　

五
輪
開
催
前
に
注
目
が
集
ま
っ

た
国
の
一
つ
と
い
え
ば
ア
フ
リ
カ

の
ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
だ
ろ
う
。同

国
選
手
団
が
泉
佐
野
市（
大
阪
府
）

と
立
科
町（
長
野
県
）で
事
前
合
宿

を
実
現
し
た
裏
に
は
、長
年
に
わ

た
っ
て
同
国
と
日
本
を
繫
い
で
き

た
卒
業
生
の
存
在
が
あ
っ
た
。同

国
産
の
綿
花
を
使
っ
た
タ
オ
ル
製

造
を
続
け
る
奥
龍
将
さ
ん（
平
23

卒
・
119
期
日
文
、ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国

政
府
特
命
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

株
式
会
社
ス
マ
イ
リ
ー
ア
ー
ス
代

表
取
締
役
社
長
）は
今
後
の
国
際

親
善
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
揺
れ
た
選
手

　

家
業
で
あ
る
タ
オ
ル
製
造
会
社

「
ス
マ
イ
リ
ー
ア
ー
ス
」は
タ
オ
ル

の
原
材
料
で
あ
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

コ
ッ
ト
ン
を
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
輸
入

し
、現
地
の
農
家
と
関
わ
り
を
深

め
て
き
た
。こ
う
し
た
関
係
が
発

展
し
、ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国
政
府
の

特
命
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

泉
佐
野
市
と
立
科
町
の
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
登
録
に
力
を
注
い
で
き
た
。

　

泉
佐
野
市
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
・
グ

ル
市
と
友
好
都
市
提
携
を
結
び
、

ま
た
ウ
ガ
ン
ダ
教
育
ス
ポ
ー
ツ
省

と
の
連
携
協
定
を
締
結
し
た
後

は
、
市
と
し
て
独
自
で
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
事
業
を
進
め
た
。
私
は
個
人

的
に
来
日
し
た
選
手
団
と
連
絡
を

取
り
合
い
、
私
な
り
の
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
来
日
し
た
選
手

団
で
初
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
出
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
全
国
に
広
が
り
、
ウ
ガ
ン
ダ

選
手
団
に
厳
し
い
目
が
注
が
れ

た
。
こ
れ
に
は
知
っ
て
ほ
し
い
背

景
が
あ
る
。
ウ
ガ
ン
ダ
で
は
新
型

コ
ロ
ナ
・
デ
ル
タ
株
の
蔓まん
え
ん延
が
深

刻
化
し
、
６
月
18
日
に
都
市
封
鎖

が
始
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
の
中
で
、
泉
佐
野
市
は
ウ

ガ
ン
ダ
と
の
対
話
を
行
わ
ず
選
手

団
の
来
日
を
進
め
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
が
彼
ら
に
不
運
な
形
で
降
り

か
か
っ
た
と
私
は
分
析
し
て
い

る
。
選
手
団
の
一
部
が
ウ
イ
ル
ス

を
持
ち
込
ん
だ
と
イ
メ
ー
ジ
悪
化

は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、

私
が
S
N
S
で
募
っ
た
選
手
た

ち
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
全
国

か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
、
民
間
の
草

の
根
で
繫
が
る
人
の
心
の
温
か
さ

が
国
と
国
を
結
び
付
け
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
。

　

一
方
で
国
学
院
大
学
も
関
わ
っ

た
立
科
町
の
受
け
入
れ
は
、
関
係

者
が
い
か
に
事
前
の
危
機
管
理
体

制
を
構
築
し
、
安
全
な
事
前
合
宿

環
境
を
整
え
ら
れ
る
か
を
考
え
、

私
も
ウ
ガ
ン
ダ
側
の
状
況
を
伝
え

続
け
た
。「
徹
底
し
て
安
全
を
確

保
す
る
」
と
い
う
共
通
認
識
で
対

策
を
講
じ
た
結
果
、
選
手
団
は
到

着
し
た
翌
日
か
ら
練
習
が
で
き

た
。相

互
理
解
が
あ
っ
て
こ
そ

　

泉
佐
野
市
に
滞
在
し
た
ウ
ガ
ン

ダ
選
手
が
一
時
行
方
不
明
に
な
る

事
件
も
発
生
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ア

ン
は
国
の
代
表
と
し
て
送
り
出
さ

れ
て
い
る
存
在
で
、
間
違
っ
た
行

動
は
し
て
ほ
し
く
な
い
。
当
事
者

は
真

に
反
省
し
て
ほ
し
い
。

　

ウ
ガ
ン
ダ
の
人
々
は
日
本
を

「
非
常
に
発
展
し
た
国
」
と
見
て

い
る
。
日
本
で
働
き
た
い
と
思
う

の
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
人
達
に
と
っ

て
普
通
の
感
覚
だ
と
い
う
こ
と
が

背
景
に
あ
る
。
も
う
一
つ
気
に
な

る
の
は
、
脱
走
の
理
由
が
「
ウ
ガ

ン
ダ
が
貧
し
い
か
ら
」
と
報
じ
ら

れ
た
こ
と
だ
。
首
都
カ
ン
パ
ラ
は

人
口
密
度
も
、
物
価
も
高
い
。
収

入
に
対
し
て
生
活
の
出
費
が
多

く
、
貧
困
に
あ
え
ぐ
人
が
多
い
の

は
事
実
だ
。
半
面
、
ウ
ガ
ン
ダ
は

豊
富
な
水
源
と
肥
沃
な
土
壌
が
あ

り
、
自
然
災
害
も
比
較
的
少
な

い
。
世
界
の
食
糧
庫
と
し
て
、
発

展
の
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
国
で

あ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
私
が
知
る
現
地
の
コ
ッ

ト
ン
栽
培
農
家
は
決
し
て
貧
困
で

は
な
く
、
筋
骨
隆
々
で
健
康
的
な

人
が
多
い
。
ま
さ
に
「
努
力
す
れ

ば
報
わ
れ
る
国
」
だ
。

　

国
際
的
な
友
好
親
善
を
促
進
す

る
う
え
で
大
切
な
こ
と
は
、
相
手

と
「
分
か
り
合
う
、
分
か
ち
合

う
」
こ
と
。
ど
う
手
を
差
し
の
べ

れ
ば
、
相
手
に
喜
ば
れ
る
の
か
を

知
ら
な
け
れ
ば
、
何
を
す
べ
き
か

を
ま
ず
理
解
で
き
な
い
。
そ
の
姿

勢
や
考
え
方
は
、
今
回
の
２
つ
の

自
治
体
（
泉
佐
野
市
・
立
科
町
）

で
実
施
さ
れ
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事

業
に
も
当
て
は
ま
る
。
真
の
友
好

関
係
に
は
相
手
に
寄
り
添
う
姿
勢

と
相
手
を
理
解
す
る
心
が
重
要
。

そ
れ
に
よ
っ
て
は
結
果
は
百
八
十

度
違
っ
て
く
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

ウ
ガ
ン
ダ
に
学
ん
だ
財
産

　

私
の
会
社
が
ウ
ガ
ン
ダ
と
交
流

を
始
め
て
か
ら
15
年
ほ
ど
経た
つ
。

こ
れ
ま
で
ウ
ガ
ン
ダ
と
の
交
流
で

学
ん
だ
こ
と
は
、
会
社
の
大
き
な

財
産
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

が
資
源
循
環
思
想
の
重
要
性
だ
。

自
然
と
共
生
し
、
周
囲
に
あ
る
物

や
価
値
を
人
が
生
き
る
営
み
の
中

で
生
か
す
術
を
知
っ
て
い
る
ウ
ガ

ン
ダ
の
人
た
ち
を
、
私
は
常
に
う

ら
や
ま
し
く
思
い
、
ま
た
彼
ら
か

ら
学
ぶ
中
で
、
自
身
の
タ
オ
ル
製

造
に
そ
の
資
源
循
環
思
想
を
取
り

入
れ
て
き
た
。
４
年
後
に
は
国
際

万
国
博
覧
会
が
大
阪
で
開
か
れ

る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
の
場
を
う
ま

く
活
用
し
て
、
自
然
と
共
生
す
る

タ
オ
ル
づ
く
り
を
、
世
界
に
示
し

て
い
け
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
い
き
た
い
。

（
談
）

　東京五輪の陸上競技中長距離種目に出場
したウガンダ代表選手をホストタウン事業
で受け入れたのは、長野県の東部に位置す
る立科町だ。町内には国学院大学の厚生施
設「蓼科寮」がある。立科町と学校法人
国学院大学は平成30年に連携協力の協定
（連携協定）を締結。選手団の事前合宿の
受け入れに蓼科寮を練習拠点とするための
覚書を交わし、ホストタウン事業に協力し
てきた。寮の管理人として選手団受け入れ
の最前線に立った丸山博和さん、みかさん
夫妻に振り返ってもらった。

大歓迎が一変

　連携協定が締結されて以降、立科町、大
学、ウガンダ政府特命コーディネーターの
奥龍将さんたちと準備を進めてきた。しか
し、コロナ禍によって状況が一変。町を挙
げての大歓迎という空気ではなくなってし
まった。
　当初は７月１日からウガンダ選手団を受
け入れる予定だったが、現地の状況や泉佐
野市での新型コロナウイルスの感染確認で
２週間延期となった。泉佐野をめぐる報道
を見て、受け入れ側の危機感が一気に高ま
った。再度、感染対策を見直し、寮の入り
口にはバリケードを設置して関係者以外は
シャットアウト。選手団だけでなく寮内に
滞在する町職員と私たちは、外部との接触
を断ち、毎日ＰＣＲ検査を受けた。
　有効だったのはＬＩＮＥやビデオ会議シ
ステムだ。ＬＩＮＥは選手たちの所在把握
など現場の情報共有に、ビデオ会議システ
ムで関係者全員が顔を見て話ができたこと
は不安解消に繫がった。

非接触のもどかしさ

　寮の管理人としては「来てくれてありが
とう」の気持ちでもてなしたいが、選手た
ちに接触することはお互いのリスクにも繫
がる。「愛想のない、失礼なことをしてい
いのか」という思いは強かった。数少ない
もてなしは、大使館から提供されたハラル
（イスラム教の戒律）にのっとった食材で
作ったスープ。選手たちには好評だったよ
うだ。
　選手滞在中は、気のゆるみから対策が甘
くなる時もあった。そこは関係者が相互に
指摘しあったおかげで陽性者も出ず選手団
を選手村に送り出し、テレビを通して躍動
する選手の姿を見られた。
　受け入れが終わって、町長からは「大学
の施設を使えたことはありがたかった」と
ねぎらいの言葉をもらった。不安を聞いて
くれた大学の職員、千羽鶴を贈ってくれた
関係者には感謝している。有志が折り鶴で
作ったウガンダ国旗は、選手たちにとても
喜ばれ、今はウガンダ大使館に飾られてい
るという。
　これからは、本学学生や卒業生、教職員
の宿泊の受け入れが再び始まる。コロナ禍
が収束し、皆さんに会えることを楽しみに
している。 （談） や

ま
ざ
き
・
と
よ
し
げ

　

平
成
15
年
国
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科

卒
業
。
松
本
国
際
高
等
学
校
教
頭
。
千
葉
県
市

原
市
出
身
。
中
学
時
代
に
陸
上
・
長
距
離
を
始

め
、
国
学
院
大
学
入
学
後
は
陸
上
競
技
部
に
所

属
。
卒
業
後
は
高
校
の
国
語
科
教
員
と
し
て

千
葉
県
と
山
梨
県
の
高
校
で
教
鞭
を
執
っ
た
後

に
現
在
の
勤
務
校
に
移
り
、
令
和
３
年
か
ら
現

職
。

松
本
国
際
高
等
学
校

　

長
野
県
松
本
市
に
あ
る
私
立
学
校
（
男
女
共

学
、
全
日
制
・
通
信
制
）。
昭
和
20
年
に
設
立

さ
れ
た
洋
裁
学
校
を
母
体
と
し
、
塚
原
青
雲
高

校
、
創
造
学
園
高
校
を
経
て
学
校
法
人
理
知

の
杜
が
運
営
す
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
30
年
に

現
在
の
校
名
に
。
令
和
３
年
４
月
に
松
本
国
際

中
学
が
開
校
し
中
高
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。

▶https://m
-kokusai.ac.jp/

知
音

　

心
の
通
じ
合
っ
た
親
友
を
指
す
故
事
成
語
。

古
代
中
国
の
春
秋
時
代
、
琴
の
名
手
・
伯
牙

は
、
そ
の
音
の
理
解
者
だ
っ
た
友
人
の
鍾
子
期

が
亡
く
な
る
と
、「
音
を
知
る
者
が
い
な
く
な

っ
た
」
と
琴
の
弦
を
切
り
、
再
び
弾
か
な
か
っ

た
と
い
う
故
事
（『
列
子
』
）
に
ち
な
む
。

お
く
・
た
つ
ま
さ

平
成
23
年
国
学
院
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科

卒
業
。
在
学
中
は
陸
上
競
技
部
に
所
属
し
、
同

部
が
初
め
て
シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た
第
87
回
箱

根
駅
伝
で
は
９
区
を
走
っ
た
。
卒
業
後
は
、
家

業
の
株
式
会
社
ス
マ
イ
リ
ー
ア
ー
ス
の
３
代

目
と
し
て
タ
オ
ル
製
造
の
道
へ
入
り
、
父
と
タ

オ
ル
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
同
社
の
「
地
球
を

汚
さ
な
い
タ
オ
ル
製
造
技
術
の
開
発
」
は
、
平

成
29
年
に
「
日
本
水
大
賞
」、
平
成
30
年
に
は

「
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
」
や
「
在
外
公
館
長

表
彰
」
な
ど
受
賞
多
数
。
最
近
は
、
所
有
し
て

い
る
山
や
畑
の
価
値
を
高
め
る
た
め
、
林
業
や

農
業
に
も
い
そ
し
む
。

ウ
ガ
ン
ダ
共
和
国

　

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
東
に
位
置
し
、
南
ス
ー
ダ

ン
、
ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
な
ど
に
囲
ま
れ
た

内
陸
国
。
日
本
の
本
州
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
で
、

赤
道
直
下
に
位
置
す
る
。
陸
上
競
技
中
長
距
離

種
目
の
強
豪
国
で
、
東
京
五
輪
で
は
、
男
子

5
0
0
0
ｍ
な
ど
で
４
つ
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。

日
本
と
ウ
ガ
ン
ダ
の
交
流

　

奥
さ
ん
・
本
学
ら
の
交
流
が
発
展
し
、
会
社

の
あ
る
泉
佐
野
市
と
同
国
北
部
の
グ
ル
市
は
平

成
29
年
に
、
国
内
の
自
治
体
で
初
と
な
る
友
好

都
市
提
携
を
締
結
し
た
。
東
京
五
輪
に
向
け

て
、
泉
佐
野
市
で
は
同
国
選
手
団
を
受
け
入
れ

る
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
登
録
を
い
ち

早
く
実
施
し
た
。
ま
た
長
野
県
立
科
町
は
同
国

五
輪
選
手
団
の
う
ち
陸
上
競
技
中
長
距
離
種
目

に
出
場
す
る
選
手
の
事
前
合
宿
を
受
け
入
れ

た
。
立
科
町
と
学
校
法
人
国
学
院
大
学
の
連
携

協
定
な
ど
に
基
づ
き
、
本
学
厚
生
施
設
「
蓼
科

寮
」
を
選
手
団
の
宿
舎
と
し
て
提
供
し
た
。

ブ
ル
ー
ノ
選
手（
左
）と
山
﨑
先
生

（
松
本
国
際
高
校
陸
上
部
提
供
）ウガンダの人々と交流する奥さん

（写真はいずれも本人提供）

ウガンダ選手団が乗る車両に国旗を振る
丸山さん夫妻（立科町提供）

先輩に

特別編

スポーツスポーツのの祭典祭典はは何何を伝えるのかを伝えるのか

　

東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
何
を
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）
と
し
て
、
私
た
ち
の
成
長
の
種
と
し
て
未
来
に
伝
え
る
の
だ
ろ
う

か
。
高
等
学
校
の
教
員
、
陸
上
部
の
顧
問
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
を
育
て
上
げ
た
松
本
国
際
高
等
学
校
教
頭
の
山
﨑
豊
茂
先
生
と
ウ

ガ
ン
ダ
政
府
特
命
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
事
業
に
関
わ
っ
た
奥
龍
将
さ
ん
の
言
葉
か
ら
探
っ
て
み
た
い
。

松
本
国
際
高
等
学
校
教
頭　

山
﨑
豊
茂
さ
ん
（
平
15
卒
・
111
期
日
文
）

蓼科寮管理人　丸山博和さん、みかさん夫妻

ウ
ガ
ン
ダ
政
府
特
命
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
株
式
会
社
ス
マ
イ
リ
ー
ア
ー
ス
代
表
取
締
役
社
長　

奥
龍
将
さ
ん
（
平
23
卒
・
119
期
日
文
）

オリンピックトークウェビナー

　国学院大学には、これまで実際にオリンピックに出場したり、出場選手をサポートした
りする経験をもつ教員が多く在籍し、またその関わり方や競技もさまざまです。
　アスリートにとって世界最高峰の舞台とも言われるオリンピックについて、メディアな
どではあまり語られることのない舞台裏や、自身がオリンピックと関わって感じてたこと
を人間開発学部の教員陣がそれぞれの経験をもとに掘り下げて語ります。

10月6日㈬14時～日　時 ビデオ会議システム「Zoom」によるウェビナー開催形式

人間開発学部地域ヘルスプロモーションセンター主　催

私たちがオリンピックで経験したこと
詳
細
は
本
学
H
P

「
国
学
院
大
学
メ
デ
ィ
ア
」

に
掲
載
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トインフォダイジェス 内内容　日日にち　時時間　場場所　対対象　申申し込み　料料金　問問い合わせ
… 在学生　 … 保護者　 … 卒業生　 … 一般　 合合 … 受験生

大学からのお知らせ
台風９号から変わった温帯低気圧に伴う
大雨などで被害に遭われた皆さまへ

内 上記の災害などにより災害救助法が適用された地域
に主たる家計支持者が居住し、家計の急変で今後の
学業生活に支障をきたすおそれのある学生は、保証
人（保護者等）と相談のうえ下記の大学各窓口まで
ご相談ください。
対 適用対象地域は本学ＨＰで確認してください
問▶学生生活課（☎03・5466・0145）
　▶たまプラーザ事務課（☎045・904・7700）
　▶大学院事務課（☎03・5466・0142）

博物館
料無料
時 原則、水・木・金・土曜日の12時～17時（最終入館16時30
分）。短縮開館
※ 博物館関連イベントの問い合わせは☎03・5466・0359

内 『日本書紀』は養老４年に成立した日本最初の正
史です。令和２年は、『日本書紀』成立から1300
年にあたり、また、大正９年に皇典講究所で開催
された「日本書紀撰進千二百年紀念会」から100
年の節目の年でもありました。 
　 　本展では、本学と各地の神社が所蔵する『日本書
紀』の貴重な古写本や注釈書を展示し、奈良時代か
ら中古・中世・近世にかけて『日本書紀』が〝神と人
とを結ぶ書物〟として、いかに日本の文化や思想に
影響を与えてきたのか、また「日本書紀撰進千二百
年紀念会」を開催した皇典講究所・国学院における
『日本書紀』研究の歩みを見ていきます。
日９月16日㈭～11月13日㈯
場企画展示室・校史展示室

特別展「『日本書紀』撰録1300年
―神と人とを結ぶ書物―」

キャリアサポート
※ 詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行ってください

内 期間中ほぼ毎日、各業界のリーディングカンパニ
ーの採用担当者が参加し、業界や企業の説明をし
ます。参加する企業は、個別の企業説明会では予
約が取れない優良企業ばかりです。自分が何をし
たいか決まっていない人は、まず企業の話を聞い
て興味・関心の幅を広げていきましょう。
日10月11日㈪～11月26日㈮
対１～３年生

企業セミナー

新型コロナ関連のお知らせ

内キャンパス内での感染を防ぐため、次の留意事項
に基づいて対面授業を受講してください。
●基本的な留意事項
　◇ 継続的に手洗い、咳エチケットの徹底を
　◇ 「３密」を避ける取り組みを
　◇ 免疫力を高める十分な睡眠、適度な運動、バラ
ンスの取れた食事を

●具体的な留意事項
　◇ 毎朝検温をし、「検温表」へ必要事項の記入を
　◇ 発熱や咳などの風邪症状がみられる場合、同居
する家族、身近な知人に感染が疑われる場合は
登校を控え、授業は欠席を

　◇ 授業開始時に担当教員から求められた場合、
「検温表」への記入を

　◇大学構内では必ずマスクの着用を
　◇ 入退館、入退室時には手指消毒の徹底を
　◇体温調節ができる服装で来校を
　◇ 教室では着席不可の席には座らない

対面授業受講上の留意事項

内 新型コロナウイルス感染症と診断された方、疑い
があると言われた方は、必ず保健室にメールか電
話で連絡をしてください。
▶保健室アドレスめhoken@kokugakuin.ac.jp
▶渋谷ＴＥＬ（平日・土曜９時～17時）
　☎03・5466・0148
▶ たまプラーザＴＥＬ（平日・土曜９時～16時）
　☎045・904・7660

感染が疑われたら保健室に連絡を

「３密」を避けよう「３密」を避けよう

密閉空間 密接場面

咳エチケット咳エチケット

ハンカチや
ティッシュペーパーで
口と鼻を覆う

服の袖や肘
ひ じ

の内側で
口と鼻を覆うマスクがあれば

正しく着用する

とっさ
の時はマスクが

なければ

密集場所

　近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けしています。読者の
感想や新富名誉教授への質問をお待ちしています。

第６回 地域交流スポーツフェスティバル
内 日頃気になる健康指標、楽しみながら測定してみま
せんか？　スポーツフェスティバルでは、広いスペ
ースでの体力測定、研究施設だから提供できる測定
器を使った骨密度測定、体組成測定などを無償で体
験することができます。体験する機会の少ないスポ
ーツや、未就学児対象のアスレチックスペースな
ど、体を動かすコーナーも充実しています。楽しみ
ながら「見える健康」を提供します！　入退場自
由。新型コロナウイルス感染状況によってはオンラ
インで開催。
日・時10月24日㈰10時～15時
場たまプラーザキャンパス
対お子さまから高齢者まで。年齢不問
料無料
申 対面の場合は特に申し込みは必要あり
ません。オンライン開催の場合は本学
ＨＰ（ＱＲコード）から申し込み
問人間開発学部 地域ヘルスプロモーションセンター

イベント

　アンケートにご回答いただいた方の中から抽選で10名の方に、今号「特集　スポーツの祭
典は何を伝えるのか」で紹介した奥龍将さんが手がけるウガンダ産オーガニックコットンのハ
ンドタオルをプレゼントします。アンケートはＱＲコードから（締切：10月10日㈰）。なお、
当選者の発表は、発送をもって代えさせていただきます。
　アンケート回答者の個人情報は法令に基づきプレゼントの発送に限り使用します。

アンケート回答者の中から10名様に読者プレゼント

「
つ
く
る
」個
性
か
ら
、「
な
る
」個
性
へ

〜「
愛
す
る
自
分
を
大
切
に
」〜

　

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
、私
た
ち
に
多
く
の
感
動

を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
こ4

の
子
ら
に

4

4

4

4

世
の
光
を
」で
は

な
く
、「
こ
の
子
ら
を

4

4

4

4

4

世
の
光

に
」と
い
う
知
的
障
害
児
施

設
・
近
江
学
園
の
糸
賀
一
雄

氏
の
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま

し
た
。「
こ
の
子
ら
」と
は
、知

的
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
で
す
。誰
と
も
取

り
替
え
る
こ
と
の
で
き
な
い

個
性
的
な
自
己
実
現
を
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。

　
「
小
さ
き
は
小
さ
き
ま
ま

に　

折
れ
た
る
は
折
れ
た
る

ま
ま
に　

コ
ス
モ
ス
の
花
咲

く
」。こ
れ
は
、障
害
児
施
設

し
い
の
み
学
園
の
曻
地
三
郎

氏
の
短
歌
で
す
。野
に
咲
く

コ
ス
モ
ス
も
、短
い
の
も
折

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、一
本
一
本
、花
を
精
い
っ

ぱ
い
秋
空
に
向
け
て
広
げ
て

い
る
様
は
、見
事
で
す
。

　

前
回
、
こ
う
し
た
「
真
の

個
性
」
に
つ
い
て
述
べ
ま
し

た
。
個
性
と
は
主
体
性
（
一

生
懸
命
）
で
あ
り
、
個
性
尊

重
の
社
会
と
は
、
自
分
ら
し

く
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
結
果

4

4

と
し
て
の
多
様
性

4

4

4

4

4

4

4

を
尊
重
す

る
社
会
の
こ
と
で
し
た
。

　

実
は
、
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
も
同
じ

趣
旨
の
歌
を
歌
っ
て
い
ま

す
。「
世
界
に
一
つ
だ
け
の

花
」
で
す
。

　

「
そ
う
さ　

僕
ら
は　

世

界
に
一
つ
だ
け
の
花　

一
人

一
人
違
う
種
を
持
つ　

そ
の

4

4

花
を
咲
か
せ
る
こ
と
だ
け
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

一
生
懸
命
に
な
れ
ば
い

4

4

4

4

4

4

4

4

4

い4

」。
こ
の
フ
レ
ー
ズ
が
繰

り
返
し
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

個
性
は
、
他
者
が
「
つ
く

る
」
も
の
で
は
な
く
、
自
ら

「
な
る
」
も
の
な
の
で
す
。

　

「
つ
く
る
」
で
は
な
く
、

「
な
る
」。
こ
れ
が
、『
古
事

記
』
を
原
点
と
す
る
本
学
の

「
修
理
固
成
」
の
子
育
て
の

理
念
で
し
た
（
本
紙
令
和
２

年
11
月
号
）。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
個
性

が
「
な
る
」
の
か
。
そ
れ
に

は
、
周
囲
の
人
々
の
温
か
い

心
の
「
手
当
て
」（
手
を
当

て
る
）
が
必
要
で
す
。
そ
の

一
つ
が
筆
者
の
説
く
、「
ナ

メ
ク
ジ
は　

殻
持
た
ぬ
ゆ
え

疎う
と

ま
れ
る
」
で
す
。

　

ナ
メ
ク
ジ
は
、
カ
タ
ツ
ム

リ
よ
り
一
つ
進
化
し
た
生
物

で
す
。
し
か
し
、
カ
タ
ツ
ム

リ
は
童
謡
に
し
て
歌
わ
れ
る

一
方
で
、
ナ
メ
ク
ジ
は
忌
み

嫌
わ
れ
、
塩
も
て
追
わ
れ
る

存
在
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、見
方
一

つ
で
、カ
タ
ツ
ム
リ
に
も
ナ

メ
ク
ジ
に
も
な
り
ま
す
。美

し
い
殻
を
つ
け
て
や
れ
ば
、

ど
の
子
も
カ
タ
ツ
ム
リ
に

な
り
ま
す
。マ
イ
ナ
ス
面
も

プ
ラ
ス
に
変
え
れ
ば
良
い
。

「
乱
暴
」も「
元
気
闊か

っ

達た
つ

」と
見

方
を
変
え
れ
ば
カ
タ
ツ
ム
リ

に
な
り
ま
す
。そ
こ
か
ら
、そ

の
子
な
り
の
よ
さ
が
見
つ
か

り
、個
性
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
殻
を
つ
け
る
の

は
親
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
主
体
性
を
持
ち
、
自

立
し
た
『
大
人
』
の
育
成
」

を
目
指
す
本
学
の
学
生
に

は
、
自
分
な
り
の
殻
（
よ

さ
）
を
自
分
自
身
で
見
つ
け

て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

「
愛
す
る
自
分
を
大
切

に
」。「
な
る
」
個
性
を
願
っ

て
、
こ
の
言
葉
を
卒
業
生
に

は
贈
っ
て
い
ま
す
。「
愛
す

る
自
分
」
探
し
こ
そ
、
自
ら

の
「
な
る
」
個
性
づ
く
り
で

も
あ
り
ま
す
。

第8回

名誉教授名誉教授    新富 康央新富 康央
しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。
人間開発学部初代学部長、専門
は教育社会学、人間発達学。新し
い時代の子育て論には定評。

What's Color?
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団体・個人の成績
蹴球部＝東京都大学サッカーリーグ戦１部リ
ーグに所属する同部は、延期となった試合を
除き、26節中21節が終了した９月12日時点
で11勝３敗３分け・勝ち点36、13チーム中
１位となっている。

強化部会の主なスケジュール
陸上競技部＝第33回出雲全日本大学選抜駅
伝競走（10月10日㈰12時５分・出雲大社
正面鳥居前（島根県出雲市）～出雲ドーム
（同））
硬式野球部＝東都大学秋季１部リーグ　対駒
沢大①（９月27日㈪14時30分・神宮球場、
同②（10月１日㈮14時30分・同）、対亜細亜
大①（10月18日㈪12時30分・同）、同②（10
月22日㈮９時・同）

大会ボランティアで感じた
「人生の糧」
岩崎航大さん（法４） 

　東京五輪・馬術競技の会場で４日間、大会ボラン
ティアとして活動した。ボランティアに応募したの
は、自国開催の五輪で「せっかくなら大会運営に関
わってみたい」という興味と英語を使ってみたかっ
たから。これまでも大学から紹介された国際会議の
ボランティアや地域のＮＰＯ活動に参加してきた。 
　五輪開催前は、新型コロナウイルスの感染が収束
しない中での大会に否定的な思いもあった。しか
し、大会に向けて頑張っている人はいる。政治学を
専攻する学生として現場を見てみたいという思いが
勝った。会場で任された仕事は「プレスオペレーシ
ョン」。各国から集まった報道関係者の誘導や記者
席の設営などだ。新型コロナ対策の消毒や換気も含
まれた。活動を共にしたボランティアは世代が幅広
く、女性が多かった。日韓共同開催となった2002
年サッカーワールドカップ以来、多くのスポーツの

●大会の中止も自らを鍛える機会へ
　コンタクトスポーツの柔道は、メダルラッシュ
に沸いた五輪とは裏腹に多くの大会が中止や延期
に。それでも、柔道部の武岡毅主将（日文４）は
「自身の強みも弱点も鍛えられる期間が長くな
る」と練習に励む。
　「練習では手指や柔道場の消毒に加え、気管支
の乾燥対策で水分補給も意識している。大学が定
める制限内で活動するため、ウェートトレーニン
グのタイミングが限られる。出稽古ができず練習
相手が部員に限られるので、マンネリ化しやすい
など影響はある」と話す。一方で選手の意識が向
上した点も。「寮でも対策を徹底し感染者は出て
いない。健康管理の意識は格段に高くなった」と
話す。「大会中止などで一時的にモチベーション
は下がるが、切り替えて練習に臨んでいる。主将
として、コロナ禍でも一番練習し、試合に臨む姿
勢を見せたい。柔道は大会で勝ち上がることがモ
チベーションなので、一つ一つの試合を大切に臨
んでいきたい」と決意を語った。

　東京五輪・パラリンピックを支えたボランティ
ア。組織委員会が募集した「フィールドキャスト」
と呼ばれる競技会場や選手村などで活動するボラン
ティアは延べ７万６千人に上った。五輪閉会式では
大会ボランティアを表彰するセレモニーが行われ、
その存在の大きさを印象付けた。
　実際の大会運営の舞台裏はどのようなものだった
のか。馬事公苑（東京都世田谷区）で行われた五輪
・馬術競技の会場でボランティアを務めた岩崎航大
さん（法４）に話を聞いた。

国際大会を経験している人も。
　これまで馬術競技に接したことはなかったが、海
外から訪れていた運営スタッフの中に元選手がい
て、英語で馬術の面白さを熱く語ってくれたことが
印象に残っている。スポーツイベントに主体的に関
わり、選手や報道関係者と接する中で、スポーツは
人生を豊かにするという思いが湧いた。観戦するだ
けでなく、競技を通して感動を届ける側に立てたこ
とは、人生の糧になると思っている。
　欧米からやってきた組織委員会スタッフや報道関
係者が多かったが、自身の英語は７割くらいしか通
じなかった。直前に英語の検定試験を受験するなど
リスニングなどに力を入れていたが、生の英語は違
った。半年後には社会人となるが、改めて意思疎通
のツールとしての英語力を鍛え直したい。 （談）

●開催される大会に感謝し、日々練習

　９月に新たに卓球部女子の主将に就いた髙橋沙
希選手（法３）。８月に山形県で行われたミニ国
体に出場したが、大会最終日に出場者の中で陽性
者が確認され、試合は中止になった。今月、三重
県で行われる予定だった国体も、直後に中止が決
まった。身近に潜む感染リスクに「大会期間中の
中止は初めて。感染対策は徹底しないといけな
い」と振り返る。女子チームは、７月に行われた
全日本大学総合卓球選手権大会団体の部で３年ぶ
りに入賞（第６位）し、上り調子だった。しか
し、その後の大会は軒並み中止。「大会は減った
が、開催されることに感謝して、試合に悔いが残
らないように練習している」と前を向く。
　男女ともに２部に所属する関東学生リーグは昨
年の春から４季連続の中止が決まった。男子の新
主将となった村上達哉選手（日文３）は、相次ぐ
大会中止に「しょうがないと思う気持ちを消化
できていない」と漏らす。「大学で一番大事な試
合」というリーグ戦だが、来年度再開されても経

験者は現３年生だけになる。「団体戦は経験がな
いと緊張するが、それは他大学も同じ。自分たち
の力を出せればチャンスがある」とチームを鼓舞
する。
　「練習ができることに感謝」と口を揃える両主
将。限られた大会で目指すは「全国大会入賞」と
迷いはない。

●演奏のために、今できる工夫を

　音楽系の部会もコロナ禍の影響は甚大だ。吹奏
楽部は、日々の練習や演奏会などが十分に行えな
い中で、活動を継続している。主将の仁井田詩乃
さん（日文３）は「コンクールや学外からの演奏
依頼など、練習の成果を披露する場がなくなって
しまった。集合練習も思うようにできず、モチベ
ーションの維持が大変。新入部員と直接会う機会
やＯＢ・ＯＧとの交流の機会が減り、人とのつな
がりへも影響が大きい」と話す。それでも「オン
ラインでパート単位のセッション練習に取り組ん
だり新入部員と一緒にマーチングの基礎など音楽
の知識を勉強したり、今までなかなかできなかっ
たことを補う機会を設ける工夫をして活動してい
る」と取り組みを語る。「今は演奏を披露できな
いが、その時が来たらより良い演奏ができるよう
に、できることにしっかりと打ち込んでいきた
い」と練習への思いを語った。

相次ぐ大会の中止・延期 学生たちは今
　新型コロナウイルスの新規感染者が連日過去最多を更新した今年の夏。長引く緊急事態宣言の影
響は、学生たちの課外活動にも影を落としている。

コロナ禍の課外活動

ホームカミングデーホームカミングデー

　今年もオンラインによるライブ配信
（予定）で開催！

詳細は今後ホームページ（ＱＲコード）
でお知らせ

電波でつながれ、院友の憶
お も

い

院友と大学をつなぐホームカミングデー

①11月27日㈯
②令和４年１月22日㈯
③令和４年３月12日㈯

開催日

国学院大学校友課
〒150-8440　
東京都渋谷区４-10-28
☎03（5466）0131
めhcd@kokugakuin.ac.jp

令和３年度
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手作りアクセサリーで広がる笑顔

情報をお寄せください

　「部員の人数が足りず、団体戦に参加できない」「人数がそろわなくて演奏ができな
い」など少人数で困難を抱えながら活動を続ける大学公認部会の情報をお寄せください。
今後不定期連載で紹介していきます（紙面の都合などにより紹介できない場合がありま
す）。 【問】広報課（めkouho@kokugakuin.ac.jp）

pomme poche

　「自分が作ったものを身につけられるのは
楽しい」。アクセサリーの創作を楽しむサー
クル「pomme poche（ポム・ポッシュ）」
の代表、山崎遥花さん（法４）はそう話す。
ネックレスやイヤリング、かんざしなどのヘ
アアクセサリーまで、サークルに集う学生た
ちは思い思いに創作に励む。
　創設７年目の「pomme poche」は、４年
生を中心に６人で活動を続けている。新型コ
ロナウイルスが蔓

まん

延
えん

する前は、週に１度、渋
谷キャンパス内の共用室に材料を持ち寄っ
て、お茶を飲んだりおやつを食べたり雑談を
したりしながらアクセサリーを作っていた。
「みんなでおしゃべりをするのが楽しみで
来ている人も多い」と山崎さん。「密」を避
けられないと現在は、ビデオ会議システム
「Zoom（ズーム）」を使っての活動が続く。

　個人の趣味としても愛好者が多いアクセサ
リー作りだが、「同じ趣味の仲間が集まるこ
とで、作り手同士だから伝えられるアドバイ
スや感想があるし、作品を交換することもあ
る。何より一人で始めるより初心者にとって
は、ハードルが低いのでは。私も先輩たちに
いろんなことを教わった」（山崎さん）とサ
ークルとして集まることの利点は多い。
　今の課題は、不在の１年生を中心に新たな
仲間を増やすことだ。「趣味でもともとやっ
ていた人もいれば大学で始めた人もいる。兼
部、中途入部も大歓迎です」。服装の自由度
が広がる大学生活。ハンドメイドアクセサリ
ーは趣味を広げるだけでなく、在宅時間の充
実も、おしゃれの幅も、友人や家族との話題
も、笑顔も広がるきっかけになりそうだ。

pomme poche
　設立は平成26年。４年生３人、３年生１人、２年生２人で活
動中。メンバーはそれぞれ好みに沿ったアクセサリー作りを楽し
む。「アンティーク系が好きな人もいるし、華やかなデザインが
得意な人もいる。自分で作ったアクセサリーは普段から身に着け
られるし、家族に贈って喜んでもらっている」（山崎さん）。
▶Twitter：@pomme_poche

popomme poc
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硬式野球部

東都連覇へ 秋季リーグ開幕東都連覇へ 秋季リーグ開幕
　東都大学野球１部秋季リーグ戦が９月
13日、神宮球場（東京都新宿区）で開幕
した。春季リーグで11年ぶりに１部を制
した国学院大学硬式野球部は大学初の春秋
連覇を目指す。
　開幕戦を前に開会式に臨んだ同部は、優
勝旗、優勝杯を返還。福永奨主将（健体
４）が選手宣誓を務めた。開幕カードは春
季２部リーグを制し１部に昇格した日本大
学との対戦。三回裏、内野ゴロの間に三塁
走者が生還し先制を許すと、五回裏にはソ
ロ本塁打で追加点を与え、０－２と点差が
広がった。
　春季好調だった打線は、八回表に二死か
ら山本ダンテ武蔵選手（経４）の安打など
で満塁の好機を作るも、後続が倒れ無得
点。直後に失点し、０－３で敗れ黒星発進
となった。
　16日に行われた２回戦は、初回に二死
一塁から４番・山本選手が二塁打を放つ
と、一塁走者の川村啓真選手（経４）が一
気に本塁を陥れて先制。続く５番・山本大
輔選手（健体３）の内野安打と敵失の間に
追加点を挙げ、幸先よく２点をリードした。
　先発の坂口翔颯投手（経営１）は六回を
投げ、被安打１、無失点と好投した。七回
以降は、開幕戦にも登板した楠茂将太投
手（法３）、池内瞭馬投手（経ネ４）の継
投。再三走者を許したものの粘りの投球で
序盤のリードを守り切り、２－０と開幕戦
の雪辱を果たした。




